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　世界の諸民族服装図鑑であるが，これには，インド人，中国人，日本人，アフリカ人，アメ

リカインディアンは含まれていない。彩色石版画の巧みな図版は，服装の理解を明確にさせて

いる。典拠となった資料は，本書を完成するまでに古代・中世の膨大な資料を調査収集し，更

に比較分析が重ねられた。また絵画に現われた服装についてもできるだけ現物に即して描いて

ある。解説はロールバッハ（？－1889）が担当しており，文化史的考察は省略されて民族服の

歴史を理解する上で必要な諸事実にとどめてある。

　本書は，事項索引を兼ねた内容目次と解説及び図版から成っている。解説の文化史序説では，

文化史概論，服装の起源，用語の説明があり，次いで古代，中世，近世の三部に大別して記さ

れている。古代（エジプト人，古代アジア人，ヘブライ人，ペルシャ人，東欧民族，ギリシア

人，ローマ人，北欧南欧民族），中世（ビザンティウムの住民，アングロ・サクソン人，11世紀

から15世紀までのフランス，ドイッ，イタリア，イギリス，スペインなどの人々），近世（16世

紀から19世紀までの西欧各地とロシア，ポーラ

ンド，ハンガリー，トルコなどの人々，ムーア

人，メキシコ人）と，時代別，国別に章を分け，

それぞれの民族が着用した衣服とその付属品，

武具甲冑，また身分・階級によるさまざまな服

装，及び服装と関連のある装飾品や道具を示し

ている。また典拠とした資料とその異説，実物

の所在地などにも触れている。

　クレッチマー（1825－1891）は，ベルリン王立

宮廷劇場の画家で，その著作は後代の文献にも

しばしば引用されていて，評価の高いことが知

られる。本書は第3版である。
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上段はシリア，下段はヘブライの人々
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